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格差を縮める有効性を疑問視した。その理由は下記のようになる。 

 受信側の教員や生徒へのインタビューによると、遠隔授業を受けることで生徒の視野が

広がり、成績のいい生徒は成績がさらに良くなるという声があるが、その場の生徒の理解

に合わせて授業内容や進度を変えられなく、授業に追いつけない生徒が多いという声もあ

る。ここから、遠隔授業は一部の学生の成績を向上させるが、多数の学生が落ちこぼれに

なる恐れがあることが分かった。 

 それでは、その成績を向上させる要因は遠隔授業だけなのであろうか。受信側の学生に

よると、夜の自習や週末も授業であり、授業・宿題・テストの分量は普通学級の 2 倍であ

るという。このように、遠隔授業は成績を向上させる要因の一つである可能性があるが、

学習時間の増加も重要な要因であると考えられる。 

 また、遠隔授業は必ずしも教育資源に恵まれていない高等学校の大学進学率を向上させ

る要因ではない。中央政府は農村部出身の学生と都市部出身の学生との格差を縮小するた

め、2012 年 3 月に貧困地区学生募集特別計画の通知を公布した。2016年だけで難関大学は

9 万人の貧困や農村地区学生をこの特別枠で募集した。ここから、教育資源に恵まれていな

い貧困や農村地区学生は、国の政策が原因で、難関大学に合格する難易度が下がったこと

がみられる。 

 以上のように、遠隔教育は必ずしも成績向上や大学進学率向上の要因ではない。遠隔教

育が教育格差を縮めることができるかどうかは、更なる検討が課題である。 

 
i 進学校の成都第七中学校で実際に行っている授業を、251校の全日制高等学校に同時配信

し、つまり、離れた場所にある教室を情報通信ネットワークで結び、同時に授業を行う。

その授業を受信側の生徒はスクリーンでみる。成都第七中学校の遠隔授業を受けて、超難

関大学の清華大学と北京大学に合格した受信側の生徒は 16 年間で 88人だという。 

 

（文責：林静） 
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湯浅剛（広島市立大学）湯浅剛（広島市 大学）
「「ロロシシアア主主導導地地域域統統合合ププロロセセススのの制制度度的的展展開開」」

司会兼討論者

基調講演 15:10-16::1100 

グローバル・ガバナンス学会 
第 11 回研究大会（共通セッション） 

2018.5.12(Sat)-13(Sun) 
会場：東京外国語大学府中キャンパス  

＊＊JJRR 中中央央線線「「武武蔵蔵境境」」駅駅ののりりかかええ、、西西武武多多摩摩川川線線「「多多磨磨」」駅駅下下車車、、徒徒歩歩 55分分。。 

JJRR 新新宿宿駅駅かからら約約 4400 分分。。 

研究講義棟 101教室 

■■55..1122((SSaatt)) 共共通通セセッッシショョンン 11..■■ 

基調講演 15:10-16

「「ユユーーララシシアアのの変変動動ととググロローーババルル・・ガガババナナンンスス構構築築」」 

“The Evolving US-Japan-China Strategic Triangle: The Evolving US Japan China Strategic Triangle: 
Implications for Regional Security Order”

菅英輝（京都外国国語大学）

パパネネルル                    1166::1100--1188::0000 

報報告告 山本武彦（早稲田大学）山本武彦（早稲田大学）
「ユーラシア地戦略の相克とグロ－バルル・・ガガババナナンンススラシシアアア地地地戦戦戦戦略略ののの相相相克克克克ととグロ バ
--connectography ととのの関関連連でで--」」

浅野亮（同志社大学）浅野亮（同志社大学）
「「『『一一帯帯一一路路』』がが目目指指すすユユーーララシシアアのの秩秩序序：：『『中中華華秩秩序序』』へへのの路路程程？？」」

マイク・・モチヅキ Mike Mochizuki

会兼 論者

((ジジョョーージジ・・ワワシシンントトンン大大学学 George Washington University))
講講演演  

討討論論者者 ママイイクク・・モモチチヅヅキキ Mike Mochizuki
((ジジョョーージジ・・ワワシシンントトンン大大学学 George Washington University))

司司会会兼兼討討論論者者 渡渡邊邊啓啓貴貴（（東東京京外外国国語語大大学学））

パパネネルル                    1144::0000--1166::0000 

■■55..1133((SSuunn)) 共共通通セセッッシショョンン 22..■■ 

「「ユユーーララシシアアのの制制度度構構築築ををめめぐぐるる考考察察」」 

報報告告 蓮見雄（立教大学）

「「欧州近隣政策（ENP）の波及」

平川幸子（早稲田大学）

湯浅剛（広島市立大学）

平川幸子（早稲田大学）
「「中中国国イイニニシシアアチチブブのの発発展展過過程程：：SSCCOO とと CCIICCAA のの事事例例」」

討討論論者者 松松井井康康浩浩（（九九州州大大学学））、、福福田田耕耕治治（（早早稲稲田田大大学学））

司司会会 大大矢矢根根聡聡（（同同志志社社大大学学））

市市民民公公開開 

セセッッシショョンン！！ 

どどななたたででもも参参加加ででききまますす 

（（参参加加費費無無料料・・事事前前申申込込不不要要）） 

主主催催：：ググロローーババルル・・ガガババナナンンスス学学会会 

後後援援：：東東京京外外国国語語大大学学国国際際関関係係研研究究所所 

おお問問いい合合わわせせ：： 

渡渡邊邊啓啓貴貴 ((wwttnnbbhhii11995544@@ggmmaaiill..ccoomm)) 

中中山山裕裕美美 ((yyuummii--nnaakkaayyaammaa@@ttuuffss..aacc..jjpp)) 
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「グローバル・ガバナンス学会　第 11回研究大会（共通セッション）」
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その他イベント 
グローバル・ガバナンス学会 
第 11 回研究大会（共通セッション） 

ググロローーババルル・・ガガババナナンンスス学学会会  
第第 1111 回回研研究究大大会会（（共共通通セセッッシショョンン））  

  
講講演演者者：：ママイイクク・・モモチチヅヅキキ  MMiikkee  MMoocchhiizzuukkii((ジジョョーージジ・・ワワシシンントトンン大大学学))  
司司会会者者：：菅菅英英輝輝（（京京都都外外国国語語大大学学））  
実実施施日日：：22001188 年年５５月月 1122 日日～～55 月月 1133 日日  
会会場場：：東東京京外外国国語語大大学学  研研究究講講義義棟棟 110011 教教室室  
 

 

 
 グローバル・ガバナンス学会主催、当研究所後援の形で、第 11 回研究大会を開催した。

市民公開セッションとして実施した共通論題 1.「ユーラシアの変動とグローバル・ガバナ

ンス構築」では、日米関係をはじめ日本研究のアメリカにおける第一人者マイク・モチヅ

キ教授（ジョージ・ワシントン大学）に、基調講演 ”The Evolving US-Japan-China Strategic 

Triangle: Implications for Regional Security Order” をして頂いた。会場は学会関係

者に加え、一般市民や本学の学生も多数聴講し、大盛況のパネルとなった。また、同時通

訳は、NHK 衛星放送や CNN の同時通訳者としても活躍する鶴田知佳子本学大学院教授が担当

した。 

（文責：国際関係研究所編集部） 
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【国際関係研究所定期刊行物紹介】 
 

『国際関係論叢』第⼋巻第⼆号（令和元年 11 ⽉ 30 ⽇発⾏） 
■Binod Bhattarai,”Community Forestry and Forest Management Policies in Nepal“ 
 
『際関係論叢』第⼋巻第⼀号（令和元年９⽉ 30 ⽇発⾏） 
■松隈 潤「⾷料への権利と域外義務 〜アフリカの事例を中⼼として〜 」 
■Hideaki Shinoda, “Partnership Peace Operations in Multi-layered International 
Security: An Examination of the Involvement of Regional and Sub-regional 
Organizations in International Peace Operations” 
■Michiko Suzuki, “The Emergence of Modern Humanitarian Activities: The Evolution 
of Japanese Red Cross Movement from Local to Global” 

『国際関係論叢』第七巻第⼆号（平成 30 年 11 ⽉ 30 ⽇発⾏） 
■鈴⽊ 美弥⼦「責任能⼒のない精神障碍者の近親者の責任について」 
■洪 性旭 「⽇本社会における難⺠受け⼊れの論点－⽇韓⽐較の可能性」 

『国際関係論叢』第七巻第⼀号（平成 30 年 4 ⽉ 27 ⽇発⾏） 
■倉⽯ ⼀郎「⾰新主義期改⾰者における「北部⿊⼈問題」認識と教育―ニューヨーク市公教育
協会刊⾏『本市における⿊⼈学童』（1915）再論―」 

『国際関係論叢』第六巻第⼆号（平成 29 年 9 ⽉ 29 ⽇発⾏） 
■篠⽥ 英朗「アフリカ諸国による国際刑事裁判所 (International Criminal Court: ICC)脱退
の動きの国際秩序論の視点からの検討」 
■洪 性旭「⽇本社会におけるソーシャルビジネス理念型の構築にむけて︓国際的な議論の現状
と⽇本における含意」 

『国際関係論叢』第六巻第⼀号（平成 29 年 7 ⽉ 31 ⽇発⾏） 
■鈴⽊ 美弥⼦「責任能⼒のない未成年者の親権者の監督義務者責任について」  

『国際関係論叢』第五巻第⼀・⼆号（平成 28 年 7 ⽉ 31 ⽇発⾏） 
■Kumiko Uno and Teppei Nagai, “Literacy Development through Early Childhood 
Development Program in India” 
■鈴⽊ 美弥⼦「ドイツにおける不動産売買と瑕疵担保責任」  

『国際関係論叢』第四巻第⼆号（平成 27 年 7 ⽉ 31 ⽇発⾏） 
■松隈 潤「国際社会における武⼒⾏使禁⽌原則の変容（三・完）」 
■若松 邦弘「⽀持の地位的拡⼤と多様性―地⽅議会における連合王国独⽴党（UKIP）の伸⻑―」 

『国際関係論叢』第四巻第⼀号（平成 27 年 1 ⽉ 31 ⽇発⾏） 
■Kumiko Uno and Teppei Nagai, “The Effect of Early Childhood Development in South
Asia” 
■Hideaki Shinoda, “Human Rights, Democracy and Peace in International 
Constitutionalism of Universal International Society” 

『国際関係論叢』第三巻第⼆号（平成 26 年 7 ⽉ 31 ⽇発⾏） 
■松隈 潤「国際⼈権法の課題―拷問等禁⽌条約と⽇本―」 
■Kanami Ishibashi, "The Critical Implications from the Past:The Relationship between
the ROK and Japan and the Effectiveness of the Policies including its Original Economic 
Sanctions against the DPRK” 
■若松 邦弘「イギリスにおける都市政策のアジェンダ変化―⾃由主義レジームにおける社⺠主
義政権の改⾰とジレンマー」 

『国際関係論叢』第三巻第⼀号（平成 26 年 1 ⽉ 31 ⽇発⾏） 
■Kimiko Uno and Sho Sakuma, “Foreign Direct Investment into the Western Balkans:
The Statistical Analysis of Determinants in Bilateral Investment” 
■渡邊 啓貴「フランスにおける欧州統合の国内化と「EU アイデンティティ」―リスボン条約
成⽴に向けたフランスの貢献とその背景―」 

『国際関係論叢』第⼆巻第⼆号（平成 25 年 7 ⽉ 31 ⽇発⾏） 
■倉⽯ ⼀郎「爆発的拡⼤のための雌伏―⽶国ビジティング・ティーチャーの⼤恐慌時代―」 
■梅村 裕⼦「今岡⼗⼀郎の活動を通して観る⽇本・ハンガリー外交関係の変遷」  
■若松 邦弘「⾃由主義右派の政党組織化―連合王国独⽴党（UKIP）の展開と政党政治上の意味
―」 
■[書評] Sayaka Funada-Classen, "Fukushima, ProSAVANA and Ruth First: Examining
Natália Fingermannʼs “Myths behind the ProSAVANA”" 

『国際関係論叢』第⼆巻第⼀号（平成 25 年 1 ⽉ 31 ⽇発⾏） 
■Akito Okada, "The Historical Transformation of the Concept of Equality of Educational
Opportunity in Post-war England and Japan" 
■Kimiko Uno and Sumire Kobayashi, "The Effect to the Economic Growth by Labor 
Migration: From the Viewpoint of the Stock of the Human Capital" 

『国際関係論叢』第⼀巻第⼆号（平成 24 年 9 ⽉ 28 ⽇発⾏） 
■渡邊 啓貴「2012 年フランス⼤統領選挙の分析―新しいスタイルの⼤統領サルコジの敗因と
オランドの戦略―」  
■Kimiko Uno and Sumire Kobayashi, "The Contribution to Economic Growth by 
Human Capital: The Comparison among BRICs"  
■若松 邦弘「⼆〇〇〇年代初めの⻄欧政治における政策志向性の変化―移⺠・難⺠の社会統合
をめぐる政策論争―」  

『国際関係論叢』第⼀巻第⼀号（平成 24 年 3 ⽉ 30 ⽇発⾏） 
■Kimiko Uno, "Poverty Ratios in Asia and Sub-Sahara Africa based on Logit Models"  
■松隈 潤「国際法と「⼈間の安全保障」」  
■若松 邦弘「改⾰の制度的⽭盾と政治問題への展開―イングランドにおける交付⾦制度改⾰の
執⾏過程―」  

 

※当研究所ホームページ（http://www.tufs.ac.jp/common/fs/iir/publications.html）より、収録論

文の電子資料（PDF）をご覧いただけます。 
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『国際関係論叢』第三巻第⼆号（平成 26 年 7 ⽉ 31 ⽇発⾏） 
■松隈 潤「国際⼈権法の課題―拷問等禁⽌条約と⽇本―」 
■Kanami Ishibashi, "The Critical Implications from the Past:The Relationship between
the ROK and Japan and the Effectiveness of the Policies including its Original Economic 
Sanctions against the DPRK” 
■若松 邦弘「イギリスにおける都市政策のアジェンダ変化―⾃由主義レジームにおける社⺠主
義政権の改⾰とジレンマー」 

『国際関係論叢』第三巻第⼀号（平成 26 年 1 ⽉ 31 ⽇発⾏） 
■Kimiko Uno and Sho Sakuma, “Foreign Direct Investment into the Western Balkans:
The Statistical Analysis of Determinants in Bilateral Investment” 
■渡邊 啓貴「フランスにおける欧州統合の国内化と「EU アイデンティティ」―リスボン条約
成⽴に向けたフランスの貢献とその背景―」 

『国際関係論叢』第⼆巻第⼆号（平成 25 年 7 ⽉ 31 ⽇発⾏） 
■倉⽯ ⼀郎「爆発的拡⼤のための雌伏―⽶国ビジティング・ティーチャーの⼤恐慌時代―」 
■梅村 裕⼦「今岡⼗⼀郎の活動を通して観る⽇本・ハンガリー外交関係の変遷」  
■若松 邦弘「⾃由主義右派の政党組織化―連合王国独⽴党（UKIP）の展開と政党政治上の意味
―」 
■[書評] Sayaka Funada-Classen, "Fukushima, ProSAVANA and Ruth First: Examining
Natália Fingermannʼs “Myths behind the ProSAVANA”" 

『国際関係論叢』第⼆巻第⼀号（平成 25 年 1 ⽉ 31 ⽇発⾏） 
■Akito Okada, "The Historical Transformation of the Concept of Equality of Educational
Opportunity in Post-war England and Japan" 
■Kimiko Uno and Sumire Kobayashi, "The Effect to the Economic Growth by Labor 
Migration: From the Viewpoint of the Stock of the Human Capital" 

『国際関係論叢』第⼀巻第⼆号（平成 24 年 9 ⽉ 28 ⽇発⾏） 
■渡邊 啓貴「2012 年フランス⼤統領選挙の分析―新しいスタイルの⼤統領サルコジの敗因と
オランドの戦略―」  
■Kimiko Uno and Sumire Kobayashi, "The Contribution to Economic Growth by 
Human Capital: The Comparison among BRICs"  
■若松 邦弘「⼆〇〇〇年代初めの⻄欧政治における政策志向性の変化―移⺠・難⺠の社会統合
をめぐる政策論争―」  

『国際関係論叢』第⼀巻第⼀号（平成 24 年 3 ⽉ 30 ⽇発⾏） 
■Kimiko Uno, "Poverty Ratios in Asia and Sub-Sahara Africa based on Logit Models"  
■松隈 潤「国際法と「⼈間の安全保障」」  
■若松 邦弘「改⾰の制度的⽭盾と政治問題への展開―イングランドにおける交付⾦制度改⾰の
執⾏過程―」  

 

※当研究所ホームページ（http://www.tufs.ac.jp/common/fs/iir/publications.html）より、収録論

文の電子資料（PDF）をご覧いただけます。 
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東京外国語大学 国際関係研究所 
Tokyo University of Foreign Studies Institute of International Relations 
 
■所長 
宮田 敏之（MIYATA, Toshiyuki） ：タイ経済研究、東南アジア経済研究、 

タイ社会経済史 

 
■所員（以下五十音順） 
青山 弘之（AOYAMA, Hiroyuki） 

伊勢崎 賢治（ISEZAKI, Kenji） 
内山 直子（UCHIYAMA, Naoko） 

岡田 昭人（OKADA, Akito） 

蒲生 慶一（GAMOU, Keiichi） 

坂井 真紀子（SAKAI, Makiko） 

 
澤田 ゆかり（SAWADA, Yukari） 

篠田 英朗（SHINODA, Hideaki） 
鈴木 美弥子（SUZUKI, Miyako） 
鈴木 義一（SUZUKI, Yoshikazu） 
 
田島 陽一（TAJIMA, Yoichi） 
中山 裕美（NAKAYAMA, Yumi） 
丹羽 泉（NIWA, Izumi） 
春名 展生（HARUNA, Nobuo） 
洪 性旭（HONG, Sungwook） 
松隈 潤（MATSUKUMA, Jun） 

松永 泰行（MATSUNAGA, Yasuyuki） 

若松 邦弘（WAKAMATSU, Kunihiro） 
渡辺 周（WATANABE, Shu） 

：現代東アラブ政治、思想、歴史 

：国際関係論 

：経済政策、地域研究 

：比較・国際教育学 

：経済政策、理論経済学 

：開発社会学、仏語圏アフリカ、 

東アフリカの農村開発、モラルエコノミー 

：中国地域研究 

：平和構築 

：民事法学 

：現代ロシア地域研究、経済史、 

 比較経済体制論 

：経済政策、国際関係論 

：国際関係論、国際協調論、移民・難民研究 

：韓国・朝鮮地域研究、宗教社会学 

：国際政治学、日本外交史 

：社会学、経済学、社会政策論 

：国際法学 

：政治学、国際関係論、イラン政治 

：比較政治・西欧政治 

：経営学 

 ＊掲載情報は、2019年12月1日時点のものです。 
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編編集集後後記記  

  
国際関係研究所2018年度年間活動報告書『現代世界の諸相』をお届けする。本年は、7

回の連続講演会シリーズ「現代世界と国際関係」、3回の研究所主催の研究会、1回のイベン

ト、11回のリレー講義「アジア共同体を考える」を開催した。今年度も、本学教員に加え、

多彩な専門分野の学外講師に数多くご講演頂いた。世界の現状、国際社会における日本の

位置づけ、そして世界から見た日本はどのようなものかなど、地域研究を基盤としつつ国

際関係論をはじめとする社会科学諸分野研究が特徴の当研究所にふさわしい内容となった

と言える。 
今回の成果は、それぞれの分野で活躍している研究所員の力量と、当研究所の活動全体

を率いる宮田敏之所長のイニシアティブの賜物と感謝している。また、本報告書刊行にあ

たっては、事務局の道日娜（ドリナ）氏（本学大学院博士後期課程）及び袁晨旭氏（本学

大学院後期課程）の労力にすべてを負っていることをここに確認し、心からの謝意を示し

たいと思う。 
 

＊東京外国語大学国際関係研究所 年間活動報告書 
http://www.tufs.ac.jp/common/fs/iir/publications.html#nenpou 
 
                    『現代世界の諸相』 編集委員長 丹羽 泉 
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